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（工業技術総合センター・信楽窯業技術試験場試作展）



－2－

産学官研究会

滋賀県品質工学研究会（SQRG）

1．今、技術に何が求められているか？

　資源のない我が国は、製造業の技術で国力を培ってきました。

しかし、世界のレベルが高くなってきた現在では、市場に出てクレ

ームのない優秀製品を、迅速かつ低コストで提供することが重要

となり、企業活動の大きな課題となっています。

2．品質とコストを両立させるために！

　これまでは高品質の製品を作るためには、ある程度のコスト

高・開発期間は当然との考え方が普通でした。品質工学では何よ

りも経済性を重視し、従来は相容れないと思われていた「高品

質」と「高生産性」を両立させる開発ができるようになりました。

3．びわこの地から新技術の発祥を！

　このような技術開発にとって有力な武器を見逃す手はありま

せん。工業技術総合センターでは県内企業と協力して、５年前か

ら研究会活動を始めています。今年７月には５周年記念事業「技

術のブレークスルー」を開催しました。今後は、県内から新しい産

業を生み出す起爆剤として、品質工学が役立つことを願っていま

す。

4．世界に広がる技術開発の方法論

　日本では1980年代から品質工学の価値が認められ､主要な企

業で急速な普及を見せていますが、実質効果を認めるアメリカ

での評価は日本以上に高く「タグチメソッド」の名の下に、大きな

広がりを見せています。その証に創始者である田口玄一博士は

多くの功績により、これまでデミング賞、ロックウェルメダル賞、シ

ューハートメダル賞、米国自動車殿堂入り、米国品質学会及び機

械工学会の名誉会員等、数々の栄誉を受けています。アメリカに

行くと向こうで「タグチメソッドを知っているか」と尋ねられ、とま

どった日本の経営者がいるということもうなずけるところです。

近年では、韓国、中国を中心としたアジア地域やヨーロッパでも

導入されつつあり、今や技術開発の有力な方法論として世界に

認められる存在です。

研究会役員

会　長 井上嘉明（滋賀県工業技術総合センター所長）

副会長 廣瀬省三（滋賀県技術アドバイザー）

幹　事 今井美清（オムロン（株））

　〃 小林宗和（（株）村田製作所）

　〃 越山　卓（日本電気ホームエレクトロニクス（株））

　〃 中尾誠仁（（株）ネオス）

　〃 井上栄一（滋賀県東北部工業技術センター）

　〃 沖村克行（日本電気ホームエレクトロニクス（株））

　〃 後藤孝夫（科研製薬（株））

　〃 成子暢英（ダイキン工業（株））

会計監事林　好材（住江織物（株））

　〃 松岡重徳（椿本メイフラン（株））

事務局連絡先
滋賀県工業技術総合センター　（酒井一昭・中山勝之）

TEL . 077-558-1500　FAX . 077-558-1373

5．品質工学研究会の活動

　この研究会は、

①各会員企業が実際に直面している技術開発課題の解決

②途中入会者のための勉強会の開催

③個別課題の品質工学相談室の開催

④最新技術を紹介する品質工学セミナーの開催

⑤品質工学会及び（財）滋賀県産業支援プラザ等の機関連携

………を図りながら各種の事業を展開しています。

▲田口玄一博士 ▲連携セミナー風景

Shiga Quality engineering Research Group
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機器紹介

平成10年度　新規導入機器の紹介

　伝送解析システム
（中小企業庁補助事業）

　このシステムは、デジタル専用回線、ISDN回線、アナログ電話

回線などのシリアル回線によって接続・構築された広域ネットワ

ークシステムに対し、その上を流れるデータをモニタすることに

よってネットワークの稼働状況の検証をリアルタイムに行うこと

ができます。また、カプセル化された７層までのLANプロトコル

（通信手順）の内容を自動的に翻訳・解析する機能を備え、ネット

ワークの障害を自動的に検出するとともに、障害原因の特定を

迅速に行うことができます。

装置名 伝送解析システム

メーカー Network Associates

型　式 Internetwork Expert Sniffer

仕　様 ○対応インタフェース

RS-232C（V.24）、RS-449（RS-422/RS-423）、X.21

（V.10/V.11）、V35、ISDN-BRI

○対応プロトコル

HDLC/X25、SDLC/SNA、OSI、OLLC、SNDCP、

PAD、FramRelay、PPP、Welfleet、Cisco、Vitalink、

Proteon、Microcom、Ungermann-Bass、ACC、

Banyan、CrossCom、Retix、DECNet、IBM2.2/2.3 他

○7層完全自動翻訳

○アナライザ機能

障害自動検出、障害原因/解決方法提示

○モニタ機能

稼働率モニタ、アラーム

用　途 ネットワークシステム開発・運用・保守、通信プログ

ラム開発

　ＩＣＰ発光分析装置
（通商産業省補助事業）

　本装置は溶液中の微量な金属成分の定性、定量分析をおこな

う装置である。元素によっては数ppbまでの測定が出来るものも

あり、環境、鉱業、窯業や食品など様々な分野で広く利用されてい

る。今回導入しました装置は、３個の分光器を搭載しており、特に

真空紫外領域で高感度に分析ができる仕様になっている。

装置名 ＩＣＰ発光分析装置

メーカー 島津製作所

型　式 ＩＣＰＳ－８０００

仕　様 分光器：トリプル分光器

測定波長範囲：160～850nm

チェンバ：サイクロン形

付属品：超音波値ブライザー、オートサンプラ

用　途 溶液中の微量金属元素分析

（定性および定量分析）
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寄稿

科学技術表現
立命館大学理工学部　ロボティクス学科　教授　川村貞夫　

1．若者の表現能力は低下している？

　産業革命以来の機械化は、人間の肉体労働を低減させた。都

会では、エレベータ、エスカレータ、動く歩道などがあふれる。ま

た、車社会は確実に人間の脚力を低下させている。このような状

況で、人間は自らの運動不足を解消するために、スポーツトレー

ニングを行う場合が多い。文明の進歩によって、人間の低下する

能力を鍛えることが必要となっている。

　文明の進歩に伴って低下しているのは、肉体だけではない。人

間の知的能力もある面では低下しているように思える。マルチメ

ディア、インターネット、テレビゲームなど映像と音声は、感性に

強烈な刺激を与える。その意味では、感性の豊かな人間が出来

上がる。しかし、論理的に物事を考える能力、答えがすぐに出ない

場合にも辛抱強く努力する能力、自分の考えを論理的に説明す

る能力などは、現在社会では衰える傾向にあると思える。

　文章や口頭での表現では、情報の受け手であった自分が、情

報の送り手になる必要がある。現在の若者は大量の情報の巧み

な受け手にはなっている。しかし、自分で情報を発信する能力は、

単に大量の情報を受けているだけでは磨かれない。即ち、肉体の

訓練と同様に、表現の能力も訓練する必要がある。

　学生の科学技術に関わる表現能力を磨くために、立命館大学

大学院修士課程では、「科学技術表現」という科目を筆者が担当

している。これは、１９９４年立命館大学が滋賀県にびわこ草津キャ

ンパスを開学すると同時に開始された。当初、「いったい何を教え

るのか？」「論文の書き方や発表の仕方などは、個人的に誰かの

やり方から習得すればよではないか？」などの疑問が大学内から

もあった。しかし、４００名を超える大学院生に講義終了後にアンケ

ートを取ると、「このような講義を早くやってほしかった。」「非常に

ためになった。」「科学的文章の書き方、発表の仕方がよく分かっ

た。」など、非常に評価が高かった。

2．技術者に必要な表現能力

　日本では、文化的にはっきりとものを言わないことが美徳とさ

れてきたように思える。職人は腕が良ければ、べらべら喋らずにし

かっりした仕事をすればよいとも思われてきた。一人で全ての仕

事ができる規模であれば、この方針もよいかもしれない。しかし、

現在の科学技術者が取り扱う問題は、多くの人間の協力・協調に

よって解決される場合が多い。例えば、宇宙開発などでは多くの

科学技術者が、自分の与えられた分野の役割を果たし、全体とし

て大きなプロジェクトを達成している。このような場合、科学技術

者同士のコミニュケーションは極めて重要となる。

　科学技術表現としては、文章と口頭発表（口頭による伝達）に

分けられる。文章は相手の視覚にのみ情報を提供する。一方、口

頭発表は視覚と聴覚の両方に同時に情報を呈示する。従って、表

現方法としては、若干異なる。しかし、科学・技術に必要な表現能

力として共通することは、「効率的に正確に」内容を伝達すること

につきる。科学技術立国日本と言っても、科学技術に適した表現

方法は、小学校から大学まで一度も教育されない状況が多い。そ

のような事情から、立命館大学の多くの大学院生から「この講義

の内容は初めて聞いた。」との感想を授業アンケートで受け取る

こととなった。

　

3．日本の学校教育の問題点

　大学や大学院で日本語の講義を必要とすることに疑問を持つ

人もいるであろう。しかし、現在の日本の学校教育では、科学技術

に関する表現能力を教えていないのである。もちろん、国語教育

は小学校から高等学校まである。現在の国語教育では、主に国文

学を専攻した先生方が、教育に当たっている場合が多い。従っ

て、基本的な日本語表現を教えた後は、自分達の興味の対象で

ある文学的な表現に集中してしまう。もしくは、文学を重視する人

たちが決めた学習指導要綱や慣例に従って、講義内容が決まっ

てしまう。例えば、夏休みの読書感想文で、夏目漱石や森鴎外を

読まされる。また、国語の試験問題では、「この時の作者の感情を

最も正確に表現した文章を、以下の項目から選べ。」という内容を

よく目にする。芸術として文学を教えることも必要である。しかし、

学生にとって実際に役にたつ内容を教えることは、より基本的な

内容である。

　科学技術表現では、内容を正確に効率よくまとめることが最重

要課題である。従って、文章は短く書く、一意に読めるように工夫

するなどが、文学作品とはまったく異なる条件である。さらに、最

近では多くの情報の中に埋もれてしまうので、正確性を失わずに

インパクトのある表現が、効果的に相手に情報を伝達するために

重要となっている。　　　

　口頭発表についても、日本の教育は不十分である。自分の主

張する内容について、論理的に議論するような科目はない。この

点は大学にも責任がある。即ち、入学試験をペーパーテストの暗

記問題に偏らせた点である。結果的に、受験生は膨大な情報を頭

に詰め込んめばよかった。大学に入学するために、自分の考えを

論理的に組立て、表現する能力を訓練する必要はないのである。

しかし、いったん実社会に出れば、どのように効果的な口頭発表

をするかが、仕事の正否と分ける場合が多い。

　国際会議などで、特にアメリカの一流大学と言われる大学院
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寄稿

生たちの発表を見ていると、その発表能力のすばらしさに圧倒さ

れる。一方、日本の大学院生達は、英語のハンディはあるにして

も、一般的にプレゼンテーションの能力が低い。この格差は当然

の帰結とも言える。なぜなら、アメリカでは、小さいときから発表の

訓練を受け、さらに博士号を取るためには発表能力も評価され

る。このような訓練を受けた若者が自分のアイディアを武器に、

産業界に飛び出していく。そして、彼らに期待をかける資本家が

資金的援助を行い、ベンチャー企業が生まれる。このように考え

れば、企業育成にも科学技術表現が重要であることは理解でき

よう。

4．講義内容

　立命館大学の大学院講義で筆者が行っている「科学技術表

現」の内容を項目別に簡単に紹介する。　
（1）表現することの意義・重要性。責任

　表現することの重要性を講義する。内容が良くても表現が不

十分であれば、意味を成さない実例などを紹介する。また、表現

の責任として、著作権や不適切な表現に気をつけることなどが、

実例をもって説明される。
（2）相手に分からせるということ

　そもそも相手が、「分かった」いうことはどのような状態かを考

えてみる。その際に、自分の知識構造と相手の知識構造を把握す

ることが、重要であると述べられる。
（3）図形化・図表化の重要性

　現代社会では、難解な表現を十分な時間を使って理解するこ

とができない状況になっている。その際に図形化、図表化するこ

との有用性を説明する。
（4）表現の構造化

　文章表現をどのように構造化すればよいかを述べる。その中

では、文やパラグラフなどの適切な長さなどを説明する。
（5）論理展開の手法

　論理を展開する際に、論理の一方向性、連続性、網羅性などを

説明する。また、自分の論理展開を明確にする技術を述べる。　
（6）文章の作り方と注意点

　始めの文章の作り方、客観表現、めりはりのある表現などにつ

いて解説する。
（7）口頭発表技術

　口頭発表と文章の違いを示し、どのような口頭発表が効果的

かを説明する。

　これは大学院の講義であるので、自分の卒業論文のテーマを

Ａ４用紙２枚以内に説明する課題が出される。その際、説明する相

手は、自分と同様に修士課程の大学院生とする。しかし、必ず専

門分野の異なる相手に説明することにしている。講義の間に、相

手を見つけて、自分のまとめた資料を利用して、口頭で自分の研

究内容を相手に説明する訓練をしている。さらに、説明を受けた

相手は、評価表に示された評価項目に従って、相手の表現能力を

チェックする。これをお互いに行い、研究紹介レポートと評価レポ

ートの両方を提出してもらい、最終的に筆者が全体を評価してい

る。

5．表現能力は磨かれる！

　この講義や研究室内の発表で発表技術を注意していくと、学

生の発表能力は確実に向上した。つまり、表現能力は天性の才能

ではなく、訓練によって磨かれるのである。日本の若者の表現能

力の不足は、彼らが一度も表現について注意を払わなかったこ

とが最大の理由である。科学技術表現は、科学技術の本質では

ないとして軽視する傾向が強い。しかし、研究開発、プロジェクト

の遂行などにとって、表現能力は本質的であると筆者は考えてい

る。今後、多くの教育機関で科学技術の表現について、きちんと

した教育を行い、日本の若者の科学技術表現が世界に通じるよ

うに期待したい。

参考文献

1．川村貞夫著　「効果的な表現戦略」森北出版　1998

（立命館大学大学院で利用しているテキスト）

2．高橋昭男著　「ザ・テクニカルライティング」共立出版　1993

（マニュアルを書く際に必要な事項を細かく記載した良書）

3．海保博之著　「プレゼンテーション」共立出版　1995

（口頭発表の細かなテクニックをまとめた良書）

川村貞夫  (Sadao  Kawamura)

１９５６年７月１０日生。１９８６年大阪大学基礎工学部機械

工学科博士課程修了。同年同助手。１９８７年立命館大

学理工学部機械工学科助教授。９５年同教授。９６年より

立命館大学理工学部ロボティクス学科教授（工学博

士）。学習制御、空気圧制御、ワイヤ駆動システム、人

間理工学等の研究に従事。
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お知らせ

技術普及講習会の案内

　企業の技術開発力の向上と、工業技術総合センターの試験研究用設備機器の利用を促進するため、技術普及講習会を下記のとお

り開催します。この講習会では、個々の技術についての解説と試験機器を用いて実演・実習を行います。大いにご利用下さい。

●開催日：上記の予定ですが都合により変更する場合があります。（詳しい日程は決まり次第お知らせします。）

●時　間：各講習会とも9:30～16:30

●場　所：滋賀県工業技術総合センター　研修室

●受講料：無料

●申込み：別紙の申込み用紙に必要事項をご記入の上、下記へFAXまたは郵送でお送りください。

●受講申込書受付順に受講者を決定します。ただし、受講希望者多数のとき、一企業一名とする場合があります。なお、各講習会とも、
受講申込を受付けた方へは特に連絡いたしません。受講日当日センターへお越し下さい。

問合せ・申込み先
滋賀県工業技術総合センター

TEL . 077-558-1500　FAX . 077-558-1373

.�o�N�.�o�N�.�o�N�.�o�N�.�o�N� 称�名�会�習�講� 称�名�会�習�講� 称�名�会�習�講� 称�名�会�習�講� 称�名�会�習�講� 程�　�日�程�　�日�程�　�日�程�　�日�程�　�日� 容�　�　�　�内� 容�　�　�　�内� 容�　�　�　�内� 容�　�　�　�内� 容�　�　�　�内� 器�機�象�対� 器�機�象�対� 器�機�象�対� 器�機�象�対� 器�機�象�対� 員�定�員�定�員�定�員�定�員�定�

1� 術�技�定�測�み�歪�・�力�応� 0�1�月�4�1�日�
み�歪�る�い�て�し�生�発�に�材�造�構�の�等�品�部�械�機�　�

法�手�る�得�を�力�応�、�し�測�計�を�量�
機�定�測�歪�静�
機�定�測�歪�動� 5名�

2�
る�よ�に�鏡�微�顕�子�電�

術�技�析�解�状�形�面�表�細�微�
0�1�月�9�1�日�

凸�面�表�細�微�た�し�用�利�を�報�情�像�画�子�電�次�２�　�
術�技�価�評�壊�破�非�の�態�状�凹� 置�装�析�解�さ�粗�線�子�電� 5名�

3�
び�よ�お�さ�粗�面�表�
術�技�定�測�度�円�真�　�

2� 旬�上�月�
る�あ�で�段�手�価�評�の�態�状�工�加�の�等�品�部�械�機�　�

術�技�定�測�の�度�円�真�び�及�さ�粗�面�表�
機�定�測�さ�粗�面�表�
機�定�測�度�円�真� 5名�

4� 術�技�定�測�波�害�妨�射�放� 1�1�月5日�
の�ズ�イ�ノ�波�磁�電�る�れ�さ�出�放�ら�か�器�機�子�電�　�

術�技�定�測�と�制�規� ム�テ�ス�シ�定�測�界�磁�電�射�放� 5名�

5�
ィ�テ�ニ�ュ�ミ�イ�射�放�

術�技�価�評�
1�1� 旬�上�月�

性�特�作�動�誤�の�器�機�子�電�る�よ�に�波�磁�電�来�外�　�
法�方�価�評�

シ�験�試�ィ�テ�ニ�ュ�ミ�イ�射�放�
ム�テ�ス� 5名�

6�
る�よ�に�法�折�回�線�Ｘ�

術�技�析�解�性�定�の�料�材�機�無�
1�1� 旬�下�月�

　X 理�原�礎�基�の�法�末�粉�・�法�膜�薄�の�で�折�回�線�
術�技�析�解�性�定�び�よ�お�習�実�と� 置�装�折�回�線�Ｘ�用�膜�薄� 5名�

7� 術�技�験�試�料�材� 0�1�月5日�
曲�、�張�引�の�品�部�属�金�物�小�や�ク�ッ�チ�ス�ラ�プ�　�

術�技�価�評�の�そ�と�法�方�験�試�縮�圧�び�及�げ�
料�材�能�万�型�ン�ロ�ト�ス�ン�イ�

機�験�試� 5名�

8�
の�物�機�有�る�よ�に�光�弱�微�極�

術�技�出�検�
1�1� 旬�中�月�

た�の�析�分�の�物�異�小�微�、�面�表�料�材�の�等�膜�薄�　�
習�実�る�す�定�測�を�光�弱�微�極�の�め� 置�装�定�測�幅�増�光�・�光�蛍� 5名�

9�
る�よ�に�置�装�製�作�膜�薄�合�複�

術�技�膜�成�
2�1� 旬�中�月�

成�る�よ�に�置�装�膜�成�合�複�と�礎�基�の�製�作�膜�薄�　�
術�技�価�評�の�膜�

置�装�グ�ン�リ�タ�ッ�パ�ス�
ン�ョ�シ�ー�レ�ブ�ア�ー�ザ�ー�レ�

置�装�
ー�タ�ー�メ�ソ�プ�リ�エ�動�自�

5名�

0�1�
析�分�膜�薄�・�小�微�の�物�機�有�

術�技�
1�1� 旬�上�月�

定�の�質�物�機�有�小�微�と�析�分�面�表�の�料�材�膜�薄�　�
術�技�価�評�び�よ�お�習�実�の�析�分�性� 微�顕� R�T�A� 置�装�析�分�外�赤� 5名�

1�1� 術�技�析�解�動�流�脂�樹� 1�1� 旬�中�月�
使�に�化�適�最�の�件�条�型�成�出�射�ク�ッ�チ�ス�ラ�プ�　�
フ�ソ�ン�ョ�シ�－�レ�ミ�ュ�シ�析�解�動�流�脂�樹�る�す�用�

説�解�の�ト�
置�装�析�解�動�流�脂�樹� 5名�
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お知らせ

第169期　技術研修
Ｃ言語プログラミング技術講座

●Ｃ言語を用いたプログラム作成について基礎から解説し、実習

により理解します。

●Ｃ言語の機能を拡張したＣ＋＋のプログラム作成について、Ｃ

との差異を学習します。

●ＶｉｓｕａｌＣ＋＋によるＷｉｎｄｏｗｓプログラムの初歩を体験します。

研修期間　11月8日（月）～12月6日（月）（9日間27時間）

【研修科目・内容】

■VisualＣ＋＋開発環境

　VisualＣ＋＋開発環境の基本的な使い方とプログラミングの

方法について学習します。

■Ｃ言語によるプログラミング

　以下の項目を中心に、Ｃ言語によるプログラミングを学習しま

す。解説で聞いたことを例題演習で確認し、理解します。

①演算子、制御文

②データ型、ポインタ

③関数、入出力とファイル操作

④構造体、共用体、プリプロセッサ

■Ｃ＋＋言語によるプログラミング
　以下の項目を中心に、Ｃ＋＋言語によるプログラミングを学習

します。

①クラス以外の追加機能

Ｃ＋＋概論、入出力ストリーム、デフォルト引数、参

照、関数オーバーロード

②クラスその1、クラス以外の機能その1

クラス、コンストラクタとデ・コンストラクタ

③クラスその2

クラスの継承、仮想関数

④VisualＣ＋＋によるWindowsプログラムの初歩

VisualＣ＋＋の動作解説、文字出力プログラム作

成、描画プログラムの作成（デバイスコンテキスト）

研修場所 工業技術総合センター別館３Ｆ研修室

募集人員 １５名

受講対象 Windowsの操作ができ、Ｃ言語については初心者

の方。Basic等によるプログラミングの経験のある方

が望ましい。

受講料 42,000円（消費税込み）

問合せ・申込み先
（財）滋賀県産業支援プラザ　工業支援課

TEL . 077-558-1530  FAX . 077-558-3048

第168期　技術研修
Javaプログラミング技術講座

　Java言語は、ＣあるいはＣ＋＋の系統の言語で多くのプログラ

マにとってなじみやすく、Windows、UNIXなどユーザの機種（Ｏ

Ｓ）に依存しないシステム設計が可能です。また、オブジェクト指

向言語であり、処理の拡張性があるためアプリケーションの生産

性を高め、システムの規模を小さくできる等多くの優れた特長を

もつプログラミング言語です。本講座は短期間でJava言語のプ

ログラミング技法の基礎が習得できるように構成され、さらに関

連応用技術分野の動向についても解説します。

研修期間　10月下旬～12月上旬（5日間程度）

研修内容 Java言語および関連システムの基本的概念、設計

思想、特徴と開発システム事例

Javaプログラミング実習

Javaコンピューティングの可能性

研修場所 工業技術総合センター別館３Ｆ研修室

募集人員 １５名

第170期　技術研修　～開発技術者のための～
品質工学（田口メソッド）入門講座

　困難な技術開発をいかに効率よく実施するかは多くの企業が

抱える重要な課題です。

　品質工学は、「技術開発のソフトウェア」ともいえる新しい方法

論であり、この考え方を実践することで再現性・安定性・経済性

に優れた開発が可能となります。この入門講座は初めての方で

も理解できるよう順を追って解説し、自社の技術開発に役立てる

ことを目的としています。

研修期間　11月中旬～11月下旬（5日間21時間）

研修内容 品質工学ガイダンス

パラメータ設計の方法

システムの機能性と評価

ワークショップ

技術開発と品質工学

研修場所 工業技術総合センター別館３Ｆ研修室

募集人員 １５名

問合せ先
（財）滋賀県産業支援プラザ　工業支援課
TEL . 077-558-1530  FAX . 077-558-3048
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滋賀県工業技術総合センター
520-3004 栗太郡栗東町上砥山232
TEL 077-558-1500　FAX 077-558-1373　http：//www.shiga-irc.go.jp/

信楽窯業技術試験場
529-1804 甲賀郡信楽町長野498
TEL 0748-82-1155　FAX 0748-82-1156

（財）滋賀県産業支援プラザ工業支援課
520-3004 栗太郡栗東町上砥山232（工業技術振興会館内）
TEL 077-558-1530　FAX 077-558-3048

（社）発明協会滋賀県支部
520-3004 栗太郡栗東町上砥山232（工業技術振興会館内）
TEL 077-558-4040　FAX 077-558-3887

Vol.58
平成11年9月10日発行 ご意見・ご要望などございましたら、工業技術総合センター（管理課）河村まで、お気軽にお寄せ下さい。

工業技術総合センターのホームページを是非、ご覧ください。　（　http：//www.shiga-irc.go.jp/　）

この冊子は古紙配合率４０％の再生紙を使用しています

お知らせ

「滋賀環境ビジネスメッセ’99」の開催

　環境問題の解決に貢献する新しい産業、「環境ビジネス」の振

興を図るため、環境関連商品や技術を一堂に集めた環境産業見

本市、「滋賀環境ビジネスメッセ’９９」を9月21日（火）～23（木：
祝日）の３日間、滋賀県立長浜ドームを主会場として開催します。

■滋賀から環境ビジネスの情報発信
　地球温暖化、資源・エネルギーの枯渇、廃棄物処理、水環境の悪化な

ど、環境に関する様々な問題が地球規模で顕在化している中、環境問題

の解決に貢献する新しい産業、「環境ビジネス」は、２１世紀の産業の大き

な柱になるものと期待されています。

　滋賀県、県内経済団体、県内大学、彦根市、長浜市は「滋賀環境ビジネ

スメッセ実行委員会」を組織し、産学官が連携して環境ビジネスの振興

を図るため、全国から環境に優しい製品や技術を一堂に集め、環境ビジ

ネスの最新情報を提供する「滋賀環境ビジネスメッセ’９９」を開催します。

■197の企業、大学・研究機関等の多彩な出展
　「環境ビジネスメッセ」は今年で２回目。昨年は、全国の１６０の企業、大

学・研究機関等から出展があり、来場者３万６千人、商談成立７６０件という

大きな成果がありました。そして今年の出展者数は１９７、昨年を大きく上回

る充実したものとなります。展示会場では、太陽光発電や省エネルギーな

どを中心とする「クリーンエネルギーゾーン」をはじめ「環境支援ゾーン」、

「リサイクルゾーン」、「水・環境技術ゾーン」など、８つのゾーンを設けま

す。

　また、展示会と並行して、「動き始めた環境産業革命」をテーマにした「ト

ップセミナー」、「環境ISOセミナー」、「マーケットセミナー」を開催するほ

か、協賛行事として「新エネルギーシンポジウム’９９inひこね」、「グリーン

購入フォーラム」なども開催されます。

■2001年には「国際環境ビジネスメッセ」の開催をめざす
　滋賀県では２０００年にＧ８環境大臣会合、２００１年には世界湖沼会議が

開催されることが決定され、世界に向けた環境情報の発信の場として注

目を集めつつあります。こうした中で２００１年には「国際環境ビジネスメッ

セ２００１」を開催しようと、企画・検討をはじめています。産学官が連携し、

「環境こだわり県・滋賀」から世界に環境ビジネスの情報を発信する自治

情報を発信することをめざしています。

問合せ先
滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会事務局

滋賀県商工労働部新産業振興課 TEL . 077-528-3793

（社）滋賀工業会 TEL . 077-526-3575

「滋賀県知的所有権センター」からのお知らせ

　滋賀県では、特許庁より工業技術総合センターにおいて、知的

所有権センターの認定を受け、（社）発明協会滋賀県支部との連

携により、特許庁から交付される特許や実用新案等（紙公報・ＣＤ

－ＲＯＭ公報）の情報を提供するとともに、検索や出願に関する指

導・相談等も行っています。

■発明相談会（弁理士による個別相談）
　特許・実用新案・意匠・商標の出願の方法、申請書類のチェック、先行

技術調査の受付、その他工業所有権に関する疑問等の相談をお受けし

ます。

◆日時 9月14日（火）　13:30～16:00

　場所 工業技術総合センター別館

◆日時 9月21日（火）　10:00～15:00

　場所 長浜商工会議所

◆日時 10月5日（火）　13:30～16:00

　場所 工業技術総合センター別館

◆日時 10月12日（火）　13:30～16:00

　場所 工業技術総合センター別館

相談料 無料

申込み 不要（当日先着順に相談を受けます。）これ以降の日程

については発明協会までお問合せください。

■特許指導相談会（説明会）
　特許庁へ提出する特許願や補正書などの各種書類の作成様式につ

いて説明します。

テーマ 「特許・実用新案出願手続における留意点」

日　時 11月18日（木）13:30～16:30

場　所 工業技術総合センター別館

講　師 特許庁担当官

参加料 無料

申込み （社）発明協会滋賀県支部まで

■特許庁電子図書館利用マニュアル（特許庁発行）
　特許庁では特許公報類をインターネットで無料で公開しています。

（http://www.ipdl.jpo-miti.go.jp/homepg.ipdl）検索機能もありますので便

利です。

　上記のマニュアルが当センターにあります。ご希望の方は、210円分の

切手を貼付した封筒（A4が入るもの）に送付先を記入し、知的所有権セ

ンター「IPDLマニュアル係」まで送付ください。

■パソコン電子出願端末機器の利用
　オンラインで特許庁へ手続（出願・補正・審査請求・年金納付など）で

きる「電子出願共同利用端末機器」を設置しています。（使用料は無料で

す。）この端末機器は、事前の手続さえ済ませておけば誰でも使えます。

問合せ先
（社）発明協会滋賀県支部

TEL . 077-558-4040  FAX . 077-558-3887


